
教育総務部長目標

● 教育総務部長 千葉　裕之（ちば　ひろゆき）

　　　● 当部の仕事を通して貢献しているＳＤＧｓの主なゴール

● 教育総務部の仕事

● 教育総務部の令和３年度の目標

● 目標達成に向けた重点事業

№ 事業項目 事業の概要 事業の目標 事業の達成実績

1
歴史的建造物整備活用
事業

寿町にある国登録有形文化
財「秋田家住宅」を整備すると
共に、保管中の中心市街地に
存在した歴史的建造物を同じ
敷地内に復元し、活用を図る
ことで、市民のふるさと所沢へ
の愛着と理解を深めつつ、地
域の活性化や回遊性向上を
目的とした事業です。

本年度から2ヶ年をかけて整
備活用基本方針策定委員会
及び庁内検討組織を併行し
て進め、整備活用基本方針
の策定を行います。

整備活用基本方針策定委
員会及び庁内検討調整会
議を立ち上げ、基本方針策
定にむけた土台づくりを行
いました。策定委員会で
は、未来を担う世代の声を
反映させるため、公募市民
選出に年齢要件を設けたこ
とで、多世代の市民意見を
聞く場となっています。

2 家庭教育推進事業

子どもの健全育成と家庭教育
の向上を図るため、各小中学
校区に組織される運営委員会
に委託して家庭教育学級を開
設し、家庭教育について学ぶ
機会を保護者等に提供しま
す。

令和2年度は新型コロナウイ
ルス感染症の影響により規
模を縮小して実施するととも
に、ホームページによる情報
提供など新たな手法での取り
組みを始めましたが、令和3
年度は感染症対策をとりな
がら、新しい生活様式に合っ
た学びの機会の提供に努め
ます。

コロナ禍で各学校の状況に
より多少の差は生じたが、
前年度以上の成果を上げ
ることができました。特に㈱
KADOKAWAに協力いただ
いた学級は施設のクオリ
ティとユニークな講座内容
で新しい方向性を見出すこ
とができました。

教育総務部は、教育総務課、教育施設課、社会教育課、スポーツ振興課、文化財保護課、生涯学習推進センター、所
沢図書館の７課で構成され、教育委員会所掌事務のうち、教育委員会の庶務、教育施設の整備、生涯学習、社会教
育の推進、スポーツの振興、文化財の保護、図書館の運営などを主な仕事にしています。

教育総務部の今年度の重点的な目標は、歴史的建造物整備活用、家庭教育推進などに取り組みます。
また、新型コロナウイルス感染症の拡大・収束状況を踏まえながら、学校運営に必要な環境整備や所管施設の適切な
管理に努めます。



3 学校トイレ改修事業

学校トイレの老朽化改善のた
め、洋式化やバリアフリー化、
臭気対策や給排水管の改修
等を行い、学校環境の向上を
図ります。

平成27年から進めてきた校
舎１系統目のトイレ改修が完
了します。引き続き校舎2系
統目のトイレ改修を進めると
ともに、新たに屋内運動場の
トイレ改修を計画的に進めま
す。

予定どおり校舎１系統目の
トイレ改修を完了させること
ができました。また、翌年度
から予定している校舎２系
統目のトイレ改修に向け
て、小中各１校の設計を完
了させるとともに、新たに進
める屋内運動場トイレ改修
の設計を行いました。


